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研究成果の概要（和文）：「受け取り」「渡す」ことを、指導や活動のメインに据え、学習の各段階で自己表現として
のダンスを体験してもらおうとする指導方法を検証した。6カ所での3年間の継続指導と、ダンス未経験の幼児から中高
年の11グループへの単発的な指導を実施、ビデオ観察した。その結果、短時間でも、「各々の生活経験に基づいた自己
表現としてのダンスを体験させられる」指導法であることが検証できた。また継続指導で「グループとしての繋がりあ
る表現が増した」ことが共通に検証できた。そして指導者が学習者の表現を「受け取る」際の「共感」「驚き」「賞賛
」の言葉が確実に学習者全体に伝わることが、クラス全体の方向づけに必須であるとの示唆を得た。

研究成果の概要（英文）：The object of this study is to verify the effectiveness of the dance lessons 
centering on the key movements of “receiving (accepting) ” and “ passing” at each stage of learning 
for the students who will go through experiences of expressing themselves. We observed by way of 
verification 6 dance classes, which continued 3 years, and 11 dance lessons, which are offered only once 
respectively. As a result, it was proved that through this approach the students could express their 
thoughts and ideas which stemmed from their own experiences in life. With the 6 classes, which continued 
for three years, it was proved that the dance performances with internal coherence as a group were on the 
increase. The observation of the videos also indicated that the leader’s “sympathy” “surprise” and 
“praise”-filled comments at the moment of “receiving” the students’ movement are certainly necessary 
to encourage and guide the students for better performance.

研究分野：舞踊教育

キーワード： インクルーシブダンス　生涯教育　教えないダンス指導　受け取り渡す　短時間でのダンス体験　グル
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１．研究開始当初の背景 
 中学校でのダンス必修化を背景に教員の
再教育や手引き書の発行が急がれている。男
女必修化に伴うダンス授業の変容として、東
京都立中学校を対象とした調査で中村は、
｢男女必修での実施が着実に進んできている
反面 単元時数の減少が見込まれ、指導経験
の少ない教員が担当する割合の増加ととも
に学習の質が低下する可能性が示唆された｣
としている(中村 2010)。また、指導経験の少
ない教員にも、生徒に豊かなダンス経験を与
えられるための指導の手がかりが課題であ
るともしている。20年以上前から、インクル
ーシブなダンスを日本に紹介しているヴォ
ルフガング・シュタンゲは、｢真似し合う｣こ
とで、互いの、とりわけ障がい者の想像性を
高めることを提唱している。研究者も、様々
な障害のある人や、インクルーシブなグルー
プでのダンス指導研究より、｢真似し合う｣こ
とでの｢教えないダンス指導｣が、学習者の
様々な個性に応じた内容を含む、｢誰にでも
ダンス指導ができる｣方法との仮説を得、｢教
えないダンス指導｣を提案したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
自己表現としてのダンスの体験は、表現し
たいものへ向けての自己課題解決学習の体
験であり、活動そのものに個に応じた内容が
含まれることから、ダンスはインクルーシブ
な集団での指導に向いている領域であると
いえる。本研究では、ダンス指導は自己表現
すなわち自己課題解決学習の援助であると
いう立ち位置から、幼児から高齢者まで、ま
た障害を持つ者にも持たない者にも、さらに
一人一人の生涯教育としても楽しみ続ける
ことのできるダンスを考え、クラスみんなが
『享と表現』を繰り返し、指導者も表現を真
似つつ援助する「教えないダンス指導」の有
効性と、指導の際の必要最低限の条件を実践
と縦断的調査を通して明らかにする。  
 
３．研究の方法 
研究者による指導の実践を、指導後、指導
補助者や助言者(学校に於いてはその教員、
校長等)の観察に基づいた評価と、固定した
ビデオカメラ1台で収録したクラス全体の活
動の流れと参加者の活動を中心に評価で検
証した。重視したのは、クラス全体の活動が
学習者自身の自己表現を発揮できる環境に
なったかで、手がかりの提示、指導言、学習
者同士の関わり、学習者の表現を取り出した。
対象とした指導は以下のようである。 
 
(1) 当該年度 3年間の継続的指導 
・精神障がい者の作業所での秋季から冬季に
かけての約 2時間ずつ 10 回のダンス指導 
・重度身体障がい者施設及び、インクルーシ
ブなグループでの約 1時間ずつ月 1回の指導 
・異言語圏（ホーチミン）の知的障がい児学
校 3校での年 1回の指導（研究者による指導

の間に、研究者の指導理念を踏襲した各学校
指導者による継続的な指導が行われた） 
 
(2) 初体験者（2～70 歳代）への単発の指導 
・T 幼稚園の幼児と保護者グループ ・T 特
別支援学校中学部 それぞれ3年間異なる対
象への指導 
・Y 養護学校中学部 2 クラス ・M 小学校 1
年生普通学級と特別支援学級の合同クラス 
・女性対象の学び直し講座 ・会社 OB 会向
けの講座（男性） 
特に Y 養護学校中学部での 2 クラスは、
2015年1月14日にそれぞれ1時間ずつ行い、
本研究最後の確かめとした。 
 
４．研究成果 
全員が円になって座ったところで「ビーチ
ボールや、布や、ポリ袋等の手がかりとなる
ものを隣からもらい反対の隣へ渡す活動を
行う」「隣の人に拍手を送る」「隣の人の動き
を真似て反対の隣へ伝える」など、誰にでも
できる『受け取り』『渡す』(真似し合う)、
すなわち『享受と表現』という自己表現その
ものから始めるダンスは以下の点で、生涯教
育として、また、インクルーシブなグループ
活動でもダンスへの一歩を体験させ、さらに
表現技能を伸ばすのに有効であった。 

 
(1) 単発のクラスにおいても、初体験のダン
スに対する不安や抵抗感が少なく活動でき
た。それは、隣に座った人という、小さな動
きでも届く相手に自分を伝えることからの
開始、さらに、円という隊形の特徴からメン
バー一人一人の『享受と表現』をクラスみん
なが繰り返し観ることができることによる
と推察できた。 
 
(2) メンバーの様々な個性が現れた『享受と
表現』を繰り返し観ることで、自分の順番に
なったら何をするかが学習できる。指導者は
最初の『渡す(表現)』を動きで提示するだけ
で、教えなくても活動を促すことができた。 
 
(3) 円のメンバーによる活動の繰り返しの
中に、メンバーそれぞれの動きの速度や渡し
方、受け取り方に違いがあることや、メンバ
ー各々の生活経験に基づいた表現の違いを
観ることで、その人らしさの面白さや価値を
短時間で理解させられた。 
 
(4) 『受け取り』『渡す』相手を隣の人から
少し離れた人に設定することで、長く、変化
のある動きの言葉での表現の自発的な出現
がある(表現技能の獲得への可能性)。 
 
また、3 年間継続した活動からは以下のこ
とが特筆できた。 
 
(1)教師対子ども、スタッフ対施設利用者な
ど、日常的に、「個」対「援助者」の関係で



活動することの多い、ホーチミン市の養護学
校や、重度身体障害の施設利用者での共通点
として、1 年目のダンスクラスでは、個々バ
ラバラの活動が中心だったが、３年目にはク
ラスにグループとしての繋がりある表現が
出現した。具体的には、知的障害のある児童
では友だちの活動を見ることができ､それを
手がかりとした学習もできるようになった。
また、重複の子どもを含めた円を自主的に創
り、その児童に関わりながらのダンスを楽し
んだ。重度身体障害の人にも一緒に活動する
人のところへ車椅子を動かしたり、手を取っ
たり、メンバーの動きを真似たりが見られた。 
 
(2) 精神障害の作業所では、1 年 1 作品を創
って発表したが、3年目の作品は、｢統合失調
症｣である自分が作業所に入ることでそれま
での生活から新しいことへのチャレンジと
いう経験を積めたことを表現したいとの1メ
ンバーの思いを、他のメンバーも受け取りな
がらのものになった。ダンスを通した障害と
の対峙が見られたといえる。 
 
(3)インクルーシブなグループでは、メンバ
ー互いの表現を認め合う雰囲気が高まり、初
めて活動に参加する人も、自分の順番には自
己を発揮でき、メンバーとのダンスを楽しん
だ。グループ全体の包容力や、ダンスへの環
境ができたといえる。 
 
以上のような検証結果から、表のような指
導過程が、インクルーシブなダンス活動を可
能にし、各年齢や生活経験を反映しながらの
活動を引き出す生涯教育の手がかりとなる
ものとして提案できる。 
 
表 1 ｢教えないダンス指導｣の過程 
過程 内容とねらい 
 
は 
じ 
め 

「渡す」と「受け取る」の練習 
円になって隣の人から動きをもらい、
次の人に動きを渡す。動きをを真似た
り、変えたりしながら、次の人に渡す。 
表現と享受の楽しさを知る。 

 
な  
 
か 

「動きを見つけて共有する」 
円になって、物やイメージから見つけ
た動きをみんなで真似る。 
自己を発揮し、認め、認められる体験
を共有する。 

 
お 
わ 
り 

「見つけた動きを続けて動く」 
みんなで出し合った動きを続けて表
現する。 
場面やエネルギーの変化など、ダンス
の特性を味わう。 

 
初めてのメンバーとのダンス学習では、
｢はじめ｣の段階の前に、学習者と指導者の
『体の動き』の真似し合いによる「ダンス・
イントロダクション」で、体によるコミュニ
ケーションの成立を確かめた。 

さらに、ホーチミン市での通訳を通した指
導からは、指導言と学習環境に関する以下の
ような示唆を得た。 
 
(1) 指導言は、指導内容の説明よりも、学習
者の活動への「共感」「驚き」「賞賛」が有効
である。それが、学習者全体に伝わることが
活動の方向づけに必須である。 
 
(2) ダンスの場に、学習者を引きつける物が 
多くある環境では、その環境よりも学習者を
強く引きつける学習の手がかりの明確な提
示が必要である。 
 
ダンス指導が、名人芸ではなく、誰にでも
できるようにと言うのがこの研究の目的で
あった。しかし、研究１年目のインタビュー
で、インクルーシブなダンス指導の先駆者で
あるヴォルフガング・シュタンゲ氏に｢誰で
もダンスはできるが、ダンスを教えられると
は言えない｣との指摘を得ている。様々な指
導者での確かめを今後の課題としたい。 
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